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本書について

対象読者
本書は、 以下の知識を持つ技術専門家を対象と し ています。

• Microsoft® 管理手順

• フ ァ イル共有プロ ト コル

前提条件
HP ProLiant ス ト レージ サーバを設定する前に、 HP は上記の 「対象読
者」 の箇所に リ ス ト されている項目についての補助文書を入手する こ
と をお勧めし ます。

参考資料
本書以外に、 次の情報があ り ます。

• 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ管理者ガイ ド』 
• 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ リ リース ノ ー ト 』 
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表記上の規則およびシンボル

警告 ! その指示に従わないと、 人体への障害や生命の危険を引き起
こす恐れがある警告事項を表し ます。

注意 : その指示に従わないと、 装置の損傷やデータの消失をる場合
引き起こす恐れがある注意事項を表し ます。

重要 : 詳細情報または特定の手順を示し ます。

注記 : 補足情報を示し ます。

表 1 表記上の規則

表記法 項目

ミ デ ィ アム ブルーの語句
: 図 1

ク ロス リ フ ァ レンス リ ン クおよび E メ ールア ド
レス

ミ デ ィ アム ブルーの下線
付き語句 
(http://www.hp.com)

Web サイ ト  ア ド レス

太字 • キー名

• ボ ッ クスなどの GUI で入力される文字列

• ク リ ッ クおよび選択される GUI （メ ニューお
よびリ ス ト 項目、 ボタ ン、 チ ェ ッ クボ ッ クス）

イ タ リ ッ ク体 強調語句

Monospace フォン ト • フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ名

• システム アウ ト プ ッ ト

• コー ド

• コマン ド ラ イ ンで入力し た文字列

イタ リ ッ ク体の
Monospace フォン ト

• コー ド変数

• コマン ド ラ イ ン変数

太字体の Monospace
フォン ト

フ ァ イル名、 デ ィ レ ク ト リ名、 システム出力、
コー ド、 コマン ド ラ イ ンで入力される文字列の強
調
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ヒ ン ト : 役に立つ情報やシ ョ ー ト カ ッ ト を示し ます。

ラ ッ クの安定

警告 ! けがや装置の損傷を防ぐために、 以下を実行し て く だ さい。

• 水平調整脚 ( ジャ ッ ク） を床まで伸ばし ます。

• ラ ッ クの全重量が水平調整脚 ( ジャ ッ ク） 上にかかっている こ と
を確認し ます。

• ラ ッ ク上に安定脚を設置し ます。

• 複数のラ ッ ク を設置する と きは、 ラ ッ クが一体と なるよ う にし ま
す。

• ラ ッ ク 　 コ ンポーネン ト は、 一度に一つのみ引き出し て く だ さい。 
複数のコ ンポーネン ト を引き出すと、 ラ ッ クが不安定になる場合
があ り ます。
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1 概要

本書では、 HP ProLiant ス ト レージ サーバのイ ンス ト ールおよび初期
設定の基本的な手順を説明し ます。 基本的な手順は以下のとお り です。

1. ハー ド ウ ェ アを設定する。

モデル固有の情報については、 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ イ
ンス ト ール ポス ター』 を参照し て く だ さい。

2. 設定情報を収集する。

本書の第 2 章、 表 2 を参照し て く だ さい。

3. 次の方法のいずれかを使って、 ス ト レージ サーバを初期化し、 設
定パラ メ ータ を識別する。

• リ モー ト  ブラウザ

• 直接接続

本書の第 2 章を参照し て く だ さい。

4. ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド を使用し て初期設定を完了す
る。

本書の第 2 章を参照し て く だ さい。

5. 必要に応じ て、 ス ト レージを設定する。 
ス ト レージの概要については、 本書の第 3 章を参照し て く だ さい。

6. 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ管理者ガイ ド』 を参照し、 追加の
設定タ スク を完了し ます。

注記 : 本書および 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ管理者ガイ ド』
では、 複数のス ト レージ サーバについて記載し ています。 記載されて
いる情報が、 すべてのス ト レージ サーバに該当するわけではあり ませ
ん。 例外については、 本文中で説明し ています。 また、 表 2 および表
3 を参照し て く ださい。
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表 2 および表 3 のク イ ッ ク  リ フ ァ レンスでは、 ス ト レージ サーバ マ
ニュアルの各章がどのモデルに該当するか分かり ます。

1 プ リ ン ト  サービスをサポー ト するオプシ ョ ン キ ッ ト あ り。

2 ほとんどのサーバはデフ ォル ト で NIC チー ミ ングをサポー ト し、 またソ フ ト
ウ ェ アのサポー ト もあ り ます。 ML110 は、 HP の適切なネ ッ ト ワーク  カー ド
と ソ フ ト ウ ェ アを追加すれば、 NIC チー ミ ングをサポー ト し ます。 DL100
は、 NIC チー ミ ングをサポー ト し ていません。

3 ス ト レージ マネージ ャは、 Directory Quotas、 File Filtering、 Storage Reports
で構成されています。

特定のハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの詳細については、 QuickSpecs
を参照し て く ださい。 特定製品のラ イセンス条項については、
Microsoft COA を参照し て く ださい。

表 2 モデルのク イ ッ ク  リ フ ァ レンス

ML110 
G1

ML110 
G2

ML110 
G2

DL100 ML350 
G4

OS のバー
ジ ョ ン

Express Express Work-
group

Standard Standard

設定済みス
ト レージ

対応 対応 対応 対応 非対応

ス ト レージ 
マネージャ 3

対応 非対応 対応 対応 対応

Feature
パッ クサ
ポー ト

対応 非対応 対応 対応 対応

プ リ ン ト  
サービス サ
ポー ト

非対応 1 非対応 対応 対応 対応

SAN サポー
ト

非対応 非対応 非対応 非対応 対応

ク ラス タの
サポー ト

非対応 非対応 非対応 非対応 非対応

iLO/RILOE
/LO-100

None オプ
シ ョ ン
LO-100

オプ
シ ョ ン
LO-100

None オプシ ョ
ン RILOE

NIC ポー ト 2 1 1 1 2 1
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1 プ リ ン ト  サービスをサポー ト するオプシ ョ ン キ ッ ト あ り。

2 ほとんどのサーバはデフ ォル ト で NIC チー ミ ングをサポー ト し、 またソ フ ト
ウ ェ アのサポー ト もあ り ます。 ML110 は、 HP の適切なネ ッ ト ワーク  カー ド
と ソ フ ト ウ ェ アを追加すれば、 NIC チー ミ ングをサポー ト し ます。 DL100
は、 NIC チー ミ ングをサポー ト し ていません。

3 ス ト レージ マネージ ャは、 Directory Quotas、 File Filtering、 Storage Reports
で構成されています。

特定のハー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ アの詳細については、 QuickSpecs
を参照し て く ださい。 特定製品のラ イセンス条項については、
Microsoft COA を参照し て く ださい。

表 3 モデルのク イ ッ ク  リ フ ァ レンス （続き）

ML370
G4

DL380 
G4

DL380 
G4
(Enter-
prise)

DL580 
G2

DL585

OS のバー
ジ ョ ン

Standard Standard Enterprise Enterprise Enterprise

設定済みス
ト レージ

非対応 非対応 非対応 非対応 非対応

ス ト レージ 
マネージャ 3

対応 対応 対応 対応 対応

Feature
パッ クサ
ポー ト

対応 対応 非対応 非対応 非対応

プ リ ン ト  
サービス サ
ポー ト

対応 対応 対応 対応 対応

SAN サポー
ト

対応 対応 対応 対応 対応

ク ラス タの
サポー ト

非対応 非対応 対応 対応 対応

iLO/RILOE
/LO-100

Integrated 
iLO

Integrated 
iLO

Integrated iLO Integrated iLO Integrated 
iLO

NIC ポー ト 2 1 1 2 2 2
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2 システム設定

設定を開始する前に、 ス ト レージ サーバのイ ンス ト ールが完了し、 す
べてのケーブルやコー ドが接続されている こ と を確認し て く だ さい。

作業を始める前に添付の資料をよ く お読み く だ さい。 関連資料は以下
のとお り です。

• お使いのモデルの HP ProLiant ス ト レージ サーバ イ ンス ト ール説
明書

• 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ管理ガイ ド』 

• 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ リ リース ノ ー ト 』 ( この文書は、
http://www.hp.com/go/servers （英語） で提供されています。 )

ス ト レージ サーバをネ ッ ト ワークに配備
デフ ォル ト の出荷時設定では、 10/100/1000 ネ ッ ト ワーク  イ ン ター
フ ェースコ ン ト ローラ （NIC） のポー ト を ク ラ イアン ト  データ  アク
セス用に最大 2 ポー ト 備えています。 NIC データ  ポー ト によ って、 製
品に付属の WebUI にアクセスする こ と もできます。 管理手順のほと
んどは、 WebUI から実行する こ とができます。 

IP ネ ッ ト ワーク と設定要件
• ス ト レージ サーバと同じネ ッ ト ワークセグ メ ン ト 上の、 Microsoft 

Internet Explorer 5.5 （またはそれ以上） が動作する Windows ベー
スの PC。 ス ト レージ サーバのセ ッ ト ア ッ プ と管理に使用。

• ク ラ イアン ト  サブネ ッ ト に対する追加の Ethernet 接続ポー ト （購
入されたネ ッ ト ワーク  オプシ ョ ンによ り ます）。

http://www.hp.com/go/nas
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設定情報の収集
ホス ト 名を選択し て、 DHCP （Dynamic Host Configuration Protocol）
構成または非 DHCP 構成のいずれかのス ト レージ サーバの初期設定
に必要な一般情報を収集し ます。 この情報は、 表 4 で示すよ う に構成
中に必要と されます。 ス ト レージ サーバの設定を始める前に、 内容を
よ く 理解し ておいて く ださい。

表 4 設定情報

Part A: DHCP および非 DHCP の設定用

サーバ ホス ト 名 :

Part B: 非 DHCP 単体設定用

DNS サーバ IP ア ド レス

1
2
3

ス ト レージ サーバ
NIC ポー ト *

IP ア ド レス サブネ ッ
ト  マスク

ゲー ト
ウ ェ イ  ア
ド レス

NIC 1
NIC 2

* 使用されない無効なポー ト  各 Ethernet ポー ト は、 標準装備または
追加装備に関係な く 、 別々のサブネ ッ ト で設定されている必要があ
り ます。

Part C: SNMP 情報 ( オプシ ョ ン )
ト ラ ッ プ送信先 （IP
ア ド レス） マネー
ジ ャ  ク ラ イアン ト

マネジ メ ン ト  ト
ラ ッ プ コ ミ ュニ
テ ィ  ス ト リ ング

システム マネジ メ
ン ト  コ ミ ュニテ ィ  
ス ト リ ング
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ス ト レージ サーバ サービス リ リース DVD
の Windows Multilingual User Interface (MUI)

HP ス ト レージ サーバ サービス リ リース 5.4 ( またはそれ以降 ) (SR) 
DVD は、 Microsoft Windows MUI (Multilingual User Interface) パッ ク を
含んでいます。 Windows MUI パッ クは特定の言語リ ソース フ ァ イル
のセ ッ ト で、 Windows Server 2003 の英語版に追加する こ とができま
す。 MUI を Windows 英語版にイ ンス ト ールする と、 ユーザの好みで
OS のユーザ イ ン タ フ ェースの言語を変更できるよ う にな り ます。 SR 
DVD に含まれている言語は以下の通り です。 フ ラ ンス語、 ド イ ツ語、
イ タ リ ア語、 スペイ ン語、 韓国語、 中国語 （簡体字）、 中国語 （繁体
字）、 ボル ト ガル語 （ブラジル）、 オラ ンダ語、 スウ ェーデン語、 日本
語。 MUI の詳細については、 以下の Microsoft の Web サイ ト を参照し
て く ださい。 
http://www.microsoft.com/globaldev/DrIntl/faqs/MUIFaq.mspx （英
語）

Windows MUI を イ ンス ト ールする （必要な場合）

1. Windows MUI の 『ご使用の前に』 を確認し てだ さい。

2. ProLiant ス ト レージ サーバを設定する前に、 お使いのス ト レージ 
サーバ システムの DVD ROM ド ラ イブに Service Release DVD を
挿入し ます。 

3. イ ンス ト ールが自動的に始ま り ます。 自動的に始ま らない場合は、
Windows エクスプローラで DVD を選択し、 「Setup.exe」 をダ
ブルク リ ッ ク し ます。

4. 「HP Storage Server Service Release」 のメ ニューで、 [Install Service 
Release 5.4] を ク リ ッ ク し てス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ト を開始し、
[Features Menu] から適切な MUI パッ ク を選択し てから画面の指示
に従って、 システムにイ ンス ト ールし ます。 [Service Release] の項
目は既にス ト レージ サーバにイ ンス ト ールされているので、 選択
し ないで く ださい。

注記 : Windows MUI を イ ンス ト ールし ても、 Windows の
OS だけがローカ ラ イズされ、 ス ト レージ サーバの WebUI や
ス ト レージ サーバ固有のヘルプ フ ァ イルはローカ ラ イズされ
ません。

http://www.microsoft.com/globaldev/DrIntl/faqs/MUIFaq.mspx
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WebUI の設定
WebUI は、 グラ フ ィ カルで使いやす く 、 設定に必要な情報を収集で
きるよ う に設計されています。 WebUI には、 以下の 2 つの方法によ っ
てアクセスできます。

• （ホス ト 名を使用し た） リ モー ト  ブラウザ方式

• 直接接続方式

注記 : このシステムを WebUI を使って設定する こ と も、 リ モー ト  
デスク ト ッ プや Windows Storage Server 2003 デスク ト ッ プを使って
手動で設定する こ と もできます。

注記 : ス ト レージ サーバは、 モニ タ、 キーボー ド、 およびマウスな
し で配備されるよ う に設計されています。 これらのポー ト は利用可能
で、 使用されている場合は、 ス ト レージ サーバでサポー ト されます。

方法 1 ： （ホス ト 名を使用し た） リ モー ト  ブ ラウ
ザ

ス ト レージ サーバは、 ネ ッ ト ワーク  ポー ト 上で DHCP が使用可能な
状態で出荷されます。 DHCP が使用可能なネ ッ ト ワークにシステムが
配備され、 デバイスのシ リ アル番号がわかっている場合、 そのネ ッ ト
ワーク上の Internet Explorer 5.5 （またはそれ以上） が動作する ク ラ イ
アン ト からデバイスの 3202 ポー ト を使用し てデバイスにアクセスす
る こ とができます。

WebUI 構成アプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、 以下の品目が必要で
す。

• ス ト レージ サーバと同じ セグ メ ン ト 上の、 Internet Explorer 5.5
（またはそれ以上） がイ ンス ト ールされた Windows-ベースの PC

• DHCP が使用可能なネ ッ ト ワーク

• ス ト レージ サーバのシ リ アル番号

手順

ス ト レージ サーバを初期化するには、 以下の操作を し ます。

1. ス ト レージ サーバのネ ッ ト ワーク  ポー ト と対応するネ ッ ト ワーク  
セグ メ ン ト に Ethernet ケーブルを接続し ます。

2. ス ト レージ サーバに移動し、 電源を入れます。 ネ ッ ト ワーク上で
ス ト レージ サーバがアクセス可能になるまで、 数分かかり ます。

注記 : ス ト レージ サーバのオペレーテ ィ ング システムが起動する
と、 ス ト レージ サーバが応答し ます。
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3. PC 上で Internet Explorer を開きます。 「https://」、 ス ト レージ 
サーバのシ リ アル番号、 ハイ フ ン （-）、 「:3202」 の順に入力し ま
す。 Enter を押し ます。

例 : https://D4059ABC3433-:3202

注記 : サーバ名がすでに設定されている場合は、 シ リ アル番
号ではな く 、 サーバ名を入力し ます。

4. WebUI にログイ ン し ます。 図 1 に示すよ う に、 ターゲ ッ ト HP 
ProLiant ス ト レージ サーバ上で、 WebUI 設定アプ リ ケーシ ョ ン
（ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ） が起動し ます。

注記 : WebUI のデフ ォル ト  ログイ ン名は、 administrator
で、 パスワー ドは hpinvent です。 WebUI は、 ローカルの管
理者のアカウン ト または管理者権限のあるアカウン ト と同じ ロ
グイ ンを使用し ます。

5. 18 ページのラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドの構成を参照し、
設定手順を完了し ます。

方法 2 ： 直接接続
ス ト レージ サーバにモニ タ、 マウス、 キーボー ド を直接接続し て、
WebUI にアクセスする こ とができます。

手順

ス ト レージ サーバを初期化するには、 以下の操作を し ます。

1. ス ト レージ サーバのネ ッ ト ワーク  ポー ト と対応するネ ッ ト ワーク  
セグ メ ン ト に Ethernet ケーブルを接続し ます。

2. モニ タ、 マウス、 キーボー ド をス ト レージ サーバのリ ア パネルの
コネク タに直接接続し ます。

3. ス ト レージ サーバの電源を入れます。

4. WebUI のユーザー名とパスワー ド を使ってログイ ン し ます。

注記 : WebUI のデフ ォル ト  ログイ ン名は、 administrator
で、 パスワー ドは hpinvent です。 WebUI は、 ローカルの管
理者のアカウン ト または管理者権限のあるアカウン ト と同じ ロ
グイ ンを使用し ます。

5. 図 1 に示すよ う に、 Internet Explorer を開き、 ターゲ ッ ト  ス ト
レージ サーバ上で、 WebUI 設定アプ リ ケーシ ョ ン （ラ ピ ッ ド  ス
ター ト ア ッ プ） を起動し ます。 WebUI が起動し ない場合、 
「LocalHost」 に接続し、 WebUI にログイ ン し て く だ さい。
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6. 18 ページのラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドの構成に進みま
す。

ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド による設定
このユーテ ィ リ テ ィ の設定手順は次のとお り です。

Internet Explorer ウ ィ ン ド ウを開き、 図 1 に示すよ う に WebUI がラ
ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド になっている こ と を確認し て く だ
さい。

図 1 [ ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ド ] 画面

注記 : ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドは、 ウ ィ ザー ド を完了す
るか、 テキス ト 横にある [ デフ ォル ト  ページ と し てこのウ ィ ザー ド を
表示し ない ] とい う チ ェ ッ ク  ボッ クスを選択し ない限り、 デフ ォル ト
で表示されるページです。

注記 : モデルによ っては、 統合された内蔵 Lights-Out （iLO） を設定
するのに別の操作が必要な場合もあ り ます。

手順

表 4 の情報を参照し て、 連続し て表示される各画面で入力を行いま
す。

1. [ 次へ (Next)] を ク リ ッ ク し て、 ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ
ザー ド を開始し ます。 （ウ ィ ザー ドはシステムについての情報を
収集し、 フ ィ ールド を埋めるため、 少し時間がかかる場合があ り
ます。）

2. [ 日付と時刻の設定 (Date and Time Settings)] を設定し ます。 [ 次へ 
(Next)] を ク リ ッ ク し て続行し ます。
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3. [ 管理者アカウン ト  (Administrator Account)] を設定し ます。 [ 次へ 
(Next)] を ク リ ッ ク し て続行し ます。

4. [ 通知電子メ ールの設定 (Alert E-mail)] を設定し ます。 [ 次へ 
(Next)] を ク リ ッ ク し て続行し ます。

5. [SNMP 設定 (SNMP Settings)] を設定し ます。 [ 次へ (Next)] を ク
リ ッ ク し て続行し ます。

6. 全ての NIC に対し て [ ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェース情報 
(Network Interface Information)] の設定を し ます。 [ 次へ (Next)] を
ク リ ッ ク し て続行し ます。

7. [ システム情報 (System Information)] を設定し ます。 [ 次へ (Next)]
を ク リ ッ ク し て続行し ます。

8. 図 2 に示すよ う な設定の確認画面が表示されたら、 情報が正しい
こ と を確認し ます。

図 2 ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ設定確認画面

9. [ 完了 (Finish)] を ク リ ッ ク し てラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プを終了し
ます。 再起動するよ う要求された場合、 ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ
は、 再起動中である こ と を示す メ ッ セージを表示し、 設定情報が
有効にな り ます。

ブラウザは [ 状態 (Status)] ページに戻り ます。 デバイスが再起動さ
れた場合、 更新に数分かかる こ とがあ り ます。

注記 : ラ ピ ッ ド  ス ター ト ア ッ プ ウ ィ ザー ドが完了する と、 [ 開始 
(Welcome)] ページがデフ ォル ト  ページ と な り ます。

基本セ ッ ト ア ッ プの完了
これで、 HP ProLiant Storage Server の基本設定は完了です。 しかし コ
ンピ ューテ ィ ング環境によ っては、 以下に記載されているよ う に特別
な設定および構成が必要な場合があ り ます。
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システム設定の完了
これらのタ スクの大部分は、 WebUI を使って完了させる こ とができ
ます。 設定作業のすべての手順については、 『HP ProLiant ス ト レージ 
サーバ管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• 管理を しやす く するために、 ス ト レージ サーバを Active Directory
または Windows NT®4.0 ド メ イ ンに配置する （推奨）。

• NFS 共有、 NCP や AppleTalk のよ う なプロ ト コルを有効にする。

• 前の手順で触れたプロ ト コルに対応する共有を作成する。

• データ  ボリ ュームのある時点でのスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成するた
めにシャ ド ウ コ ピーを設定する。

• Microsoft File Replication Services を介し てデータ  リ プ リ ケーシ ョ
ン ソ フ ト ウ ェ アを設定する。

• スペース使用ク ォータ を有効にし、 設定する。

• DFS （分散フ ァ イルシステム） を設定、 またはス ト レージ サーバ
の共有を既存の DFS 構造に公開する。

• システム、 アプ リ ケーシ ョ ン、 セキュ リ テ ィ  イベン ト のロギング
を調整する。

• バッ クア ッ プ、 アンチウイルス、 モニ タ リ ング エージ ェ ン ト など
の、 サー ド  パーテ ィ  ソ フ ト ウ ェ アを追加でイ ンス ト ールする。

注記 : HP StorageWorks Library および Tape Tools のイ ンス
ト ール用ソ フ ト ウ ェ アは、 ス ト レージ サーバ上の、 
c:\hpnas\components\tapetools フ ォルダにあ り ます。
この製品の詳細については、 以下を参照し て く だ さい。 
http://www.hpcom/support/tapetools （英語）

注記 : Microsoft の Windows Updates を実行し て、 ス ト レー
ジ サーバに最新の利用可能な重要セキュ リ テ ィ  ア ッ プデー ト
を特定、 レビ ュー、 イ ンス ト ールする こ と を強 く 推奨し ます。 
ス ト レージ サーバ上でソ フ ト ウェ アの更新、 ホ ッ ト フ ィ ッ ク
ス、 セキュ リ テ ィ  パッ チ プロセスを管理するために役立つ推
奨、 指示および文書については、 以下で 「Microsoft Software 
Updates on HP ProLiant Storage Servers」 を参照し て く だ さい。 
http://h18006.www1.hp.com/storage/storageservers.html （英
語）

• UNIX® ユーザおよびグループ マ ッ ピングを設定する。

• システムを製品化する前に、すべてのス ト レージ サーバ システム 
バッ クア ッ プを作成し、 確認する。

http://www.hp.com/support/tapetools
http://h18006.www1.hp.com/storage/storageservers.html
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ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ
ス ト レージ サーバ モデルがク ラス タ リ ングをサポー ト し ている場合、
ク ラス タ  セ ッ ト ア ッ プの詳細については、 『HP ProLiant ス ト レージ 
サーバ管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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3 ス ト レージ 　 マネジ メ ン ト の概要

この章では、 HP ProLiant ス ト レージ サーバのス ト レージ構造を構成
し ている コ ンポーネン ト の概要について説明し ます。

ス ト レージ サーバは、 出荷時点では、 デフ ォル ト のシステム設定で構
成され、 オペレーテ ィ ング システムがイ ンス ト ールされています。 こ
の章の情報は、 100 シ リーズを除いて、 事前の作成や RAID の構成が
行われていないデータ  ス ト レージについてのものです。

注意 : ス ト レージ サーバ管理者は、 必ず、 ス ト レージ管理について
説明し ている この項に目を通し て く だ さい。 この項は、 HP ProLiant ス
ト レージ サーバを正し く 使用するための基礎と なる概念と要件を説明
し ています。 この項と 『管理者ガイ ド』 のス ト レージ管理についての
該当する項に目を通さ ないで作業する と、 データの消失やフ ァ イルの
破壊が発生する こ とがあ り ます。

ス ト レージ マネジ メ ン ト  エレ メ ン ト
ス ト レージは、 次の 4 つの部分に大き く わかれます。

• 物理ス ト レージ エレ メ ン ト

• 論理ス ト レージ エレ メ ン ト

• フ ァ イル システム エレ メ ン ト

• フ ァ イル共有エレ メ ン ト

これらの各エレ メ ン ト は、 1 つ前のレベルのエレ メ ン ト で構成されて
います。
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ス ト レージ マネジ メ ン ト の例
この例では、 MSA1000 ス ト レージおよび関連アレ イ  コ ン フ ィ ギュ
レーシ ョ ン ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。 使用するアレ イ ス ト レージ 
デバイスは、 使用するデバイスや関連する必要なス ト レージ管理ソ フ
ト ウ ェ アに影響を与えます。

図 3 ス ト レージ マネジ メ ン ト のプロセス例
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物理ス ト レージ エレ メ ン ト
最下位のス ト レージ管理は物理ド ラ イブで行います。 最適なデ ィ スク
作成方法を選択するには、 少な く と も以下のポリ シーが必要です。 

• 現在の企業および部署の構造分析。

• 現在のフ ァ イル サーバの構造および環境分析。

• ス ト レージを最適に構成し、 また有効利用をするための適切な計
画。

• フ ォール ト  ト レ ラ ンス機能、 パフ ォーマンス、 およびス ト
レージ容量で必要な優先順位の決定。

• システムの特性の決定し た優先順位を使用し ての最適なス ト ラ
イ ピング ポリ シーや RAID レベルの決定。

• 必要なサイズの論理ス ト レージ エレ メ ン ト を作成するため、 アレ
イに適切な台数の物理ド ラ イブを装備。

アレ イ

このシステムにイ ンス ト ールされているアレ イ  コ ン ト ローラ を使っ
て、 複数の物理ド ラ イブの容量を、 論理的にアレ イ と呼ばれる 1 つま
たは複数の論理ユニ ッ ト に組み合わせる こ とができます。 これを行う
と、 すべての構成要素の物理ド ラ イブの読み取り / 書き込みヘ ッ ドが
同時にアクテ ィ ブにな り、 データの転送に必要な時間全体が大幅に削
減されます。

注記 : ス ト レージ サーバ モデルに応じ て、 アレ イ構成が不可能な場
合や必要な場合があ り ます。

図 4 物理ド ラ イブをアレ イに構成する と、 読み取り / 書き込みの効
率が大幅に向上する
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読み取り / 書き込みヘ ッ ドが同時にアク テ ィ ブになるので、 一定の時
間間隔に同じ量のデータが各ド ラ イブに書込まれます。 データの各ユ
ニ ッ ト はブロ ッ ク と呼ばれます。 図 5 に示すよ う に、 ブロ ッ クはアレ
イのハー ド ウ ェ ア ド ラ イブ全体で一連のデータ  ス ト ラ イプを形成し
ます。

図 5 データ ブロ ッ ク (B1-B12) の RAID 0 ( データ  ス ト ラ イ ピング ) 
(S1-S4)

アレ イのデータ を読み取り可能にするためには、 各ス ト ラ イプ内の
データ  ブロ ッ クの順番が同じ でなければな り ません。 この順番プロセ
スはアレ イ コ ン ト ローラで行われ、 コ ン ト ローラはデータ  ブロ ッ ク
を正しい順番で ド ラ イブの書き込みヘ ッ ド に送り ます。

ス ト ラ イ ピング プロセスの当然の結果と し て、 任意のアレ イの各ハー
ド  ド ラ イブには同じ数のデータ  ブロ ッ クがあり ます。 

注記 : 同じ アレ イで、 1 つのハー ド  ド ラ イブの容量が他のハー ド  ド
ラ イブよ り大きい場合、 その差の分の容量は、 アレ イで使用できない
ので無駄にな り ます。

フ ォール ト  ト レ ラ ンス

めったに起こ り ませんが、 ド ラ イブ障害は壊滅的な結果と なる可能性
があ り ます。 例えば、 単純なス ト ラ イ ピングを使用する図 5 では、
ハー ド  ド ラ イブが 1 つでも故障する と、 同じ アレ イのすべての論理
ド ラ イブにも障害が発生し て、 データの損失とい う結果にな り ます。

ハー ド  デ ィ スク  ド ラ イブ障害によるデータの損失を防ぐために、
フ ォール ト  ト レ ラ ンスを使ってス ト レージ サーバを設定する必要が
あ り ます。 HP では、 RAID 5 設定に従う こ と をお勧めし ます。
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以下の表では、 Smart Array コ ン ト ローラがサポー ト する種々の RAID
の主な機能を要約し ています。 以下の表の決定チャー ト を見れば、 さ
まざまな状況における最適なオプシ ョ ンを決定するのに役立ちます。

オン ラ イ ン スペア

データが損失し ないよ う にするには、 オン ラ イ ン スペア （またはホ ッ
ト  スペア） を RAID 0 以外で構成する こ と で実現できます。 このハー
ド  ド ラ イブにはデータがな く 、 アレ イの他のド ラ イブ と同じ ス ト レー
ジ サブ システム内に収納されています。 アレ イのハー ド  ド ラ イブに
障害が発生し た場合、 コ ン ト ローラは自動的に、 障害が発生し た ド ラ
イブに初めからあった情報をオン ラ イ ン スペアに再構築する こ とがで
きます。 これによ り、 システムは迅速に、 完全な RAID レベルの
フ ォール ト  ト レ ラ ンス保護を復元し ます。 しかし、 アレ イの 2 台のド
ラ イブ障害をサポー ト できる RAID ADG が使用されておらず、 データ
をスペアに書き換え中に万一アレ イの 3 台目のド ラ イブに障害が起き
た場合、 論理ド ラ イブには障害がおきたままです。

注記 : エン タープ ラ イズ ク ラスのス ト レージ サーバの場合、 ス ト
レージ制限は、 ス ト レージ サーバが接続される SAN に依存し ます。 
Windows Storage Server 2003 の制限については、 SAN のタ イプに応
じ たマニュアルを参照し て く だ さい。

表 5 RAID 方式の要約

RAID 0
ス ト ラ イ ピン
グ ( フ ォール
ト  ト レ ラ ンス
な し )

RAID 1+0
ミ ラーリ ン
グ

RAID 5
分散データ
ガーデ ィ ング

RAID ADG
ア ドバンス ト  
データ  ガー
デ ィ ング

ハー ド ド ラ イ
ブの最大数

な し な し 14 ス ト レージ シ
ステムに依存

1 つのハー ド  
ド ラ イブの障
害の ト レ ラ ン
ス

非対応 対応 対応

複数のハー ド
ド ラ イブの同
時障害の ト レ
ラ ンス

非対応 RAID 1+0
の場合、 故
障し た ド ラ
イブが互い
に ミ ラー化
されていな
い場合

非対応 対応
（2 つのド ラ イ
ブの障害にも
対応可能）
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論理ス ト レージ エレ メ ン ト
論理ス ト レージ エレ メ ン ト は、 物理ス ト レージ エレ メ ン ト を フ ァ イ
ル システム エレ メ ン ト に変換する コ ンポーネン ト から構成されてい
ます。 ス ト レージ サーバは、 WebUI を利用し て フ ァ イル システムに
提供される各種のデ ィ スク を管理し ます。 WebUI には、 ベーシ ッ ク  
デ ィ スク と ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクの 2 つのタ イプの LUN プレゼン
テーシ ョ ンがあ り ます。 これらのデ ィ スク  タ イプはそれぞれ、 異なる
種類の管理を可能にする特別な機能を備えています。

論理ド ラ イブ (LUN)
アレ イはハー ド  ド ラ イブを物理的にグループ化し たものですが、 論理
ド ラ イブは、 物理ス ト レージ エレ メ ン ト を フ ァ イル システム エレ メ
ン ト に変換する コ ンポーネン ト から構成されています。

LUN は、 ス ト レージ コ ン ト ローラ  サブシステム内のすべての物理 ド
ラ イブに拡大 （またがる） こ とができますが、 複数のス ト レージ コ ン
ト ローラ  サブシステムにまたがる こ とはできません。 

図 6 5 つの物理ド ラ イブにまたがる 2 つのアレ イ （A1、 A2） と 5 つ
の論理ド ラ イブ （L1 から L5）

注記 : このタ イプの構成は例示のみを目的と し てお り、 必ずし もす
べてのス ト レージ サーバやサーバに当てはまる とは限り ません。

ベーシ ッ ク  デ ィ スク を使用する と、 プラ イマ リ  パーテ ィ シ ョ ンや拡
張パーテ ィ シ ョ ンを作成する こ とができます。 各パーテ ィ シ ョ ンには、
LUN を 1 つだけを含める こ とができます。 ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スク を使
用する と、 複数の LUN にまたがるボ リ ュームを作成する こ とができ
ます。 WebUI は、 デ ィ スク をダイナ ミ ッ クに変換し た り、 ベーシ ッ ク
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に戻し た り、 ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スク上のボリ ュームを管理するために
使用する こ とができます。 他のオプシ ョ ンには、 これらのエレ メ ン ト
の削除、 拡張、 ミ ラー化、 および修復を行う機能があ り ます。

注記 : オペレーテ ィ ング システムによる LUN の拡張や使用の詳細に
ついては、 『管理者ガイ ド』 の Dynamic growth （動的拡張） の項を参
照し て く ださい。

パーテ ィ シ ョ ン

パーテ ィ シ ョ ンは、 プラ イマ リ  パーテ ィ シ ョ ンまたは拡張パーテ ィ
シ ョ ンのいずれかであ り、 最大 2TB のベーシ ッ ク  デ ィ スク 1 つのみ
から構成されています。 さ らにベーシ ッ ク  デ ィ スクには、 プ ラ イマ リ  
パーテ ィ シ ョ ンを 4 つ （またはプ ラ イマ リ  パーテ ィ シ ョ ンを 3 つと
拡張パーテ ィ シ ョ ンを 1 つ） まで入れる こ とができます。 加えて、 そ
れらのデ ィ スクのパーテ ィ シ ョ ンは 1 つの LUN の制限を越えて拡張
する こ とはできません。 拡張パーテ ィ シ ョ ンによ って、 ユーザーは複
数の論理ド ラ イブを作成する こ とができます。 これらのパーテ ィ シ ョ
ンや論理デ ィ スクには、 既存のデ ィ スク上で、 ド ラ イブ文字を割り当
てた り、 マウン ト  ポイ ン ト と し てマウン ト する こ とが可能です。 マウ
ン ト ポイ ン ト を利用する場合、 現時点では、 Services for UNIX はマウ
ン ト  ポイ ン ト をサポー ト し ないので、 注意し て く だ さい。 NFS 共有と
併用するマウン ト  ポイ ン ト の使用はできません。 

ボリ ューム

ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクやボリ ュームを計画し ている場合、 1 つのボ
リ ュームで拡張可能な量には制限があ り ます。 ボリ ュームには、 サイ
ズに制限があ り、 最大 32 個の個別の LUN で、 それぞれの LUN が最
大 2TB （テラバイ ト ） に制限されています。 また、 デ ィ スク容量が
64TB 以下でなければな り ません。 

ボ リ ュームに含まれる LUN の RAID レベルを考慮する必要があ り ま
す。 ボリ ュームを構成するすべてのユニ ッ ト は、 同じ よ う に高可用性
である必要があ り ます。 つま り、 ユニ ッ ト はすべて同じ RAID レベル
で設定されている必要があ り ます。 た と えば、 同じボリ ューム セ ッ ト
に RAID 1+0 と RAID 5 のアレ イの両方を含めるのは、 悪い実例とい う
こ と です。 すべてのユニ ッ ト を同じにし てお く こ と で、 ボリ ューム全
体は同等のパフ ォーマンスや同レベルの高可用性を保持し、 ボリ ュー
ムの管理や保守が非常に容易にな り ます。 ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクがオ
フ ラ イ ンになる場合、 1 つ以上のダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクに依存するボ
リ ューム全体が使用できな く なるので注意が必要です。 障害が発生し
た LUN の性質によ っては、 データが破損する可能性があ り ます。

ボ リ ュームはダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクから作成され、 スパン ボリ ュー
ムの場合は、 複数のダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクにわたって即座に拡張する
こ とができます。 しかし、 ボリ ュームのタ イプを選択し た後は、 変更
できません。 た と えば、 シンプル ボリ ュームではない限り、 ボリ ュー
ムの削除および再作成をする こ と な く 、 スパンニング ボリ ュームを ミ
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ラー ボ リ ュームに変更する こ とはできません。 シンプル ボリ ュームは
スパン されたボ リ ュームに ミ ラー化または変換する こ とができます。 
フ ォール ト  ト レ ラ ンス デ ィ スク も拡張する こ とはできません。 し た
がって、 ボ リ ューム タ イプの選択は重要です。 コ ン ト ローラ ベースの
RAID のよ う に、 フ ォール ト  ト レ ラ ンス構成を使用する と、 多数の読
み取り および書き込みに対し て、 同じパフ ォーマンス特性が適用され
るので注意し て く ださい。 これらのボリ ュームには、 ド ラ イブ文字を
割り当てた り、 既存のド ラ イブ文字以外のマウン ト  ポイ ン ト と し てマ
ウン ト する こ とが可能です。 オペレーテ ィ ング システムのオーバー
ヘ ッ ド部分をボ リ ュームに配備し ているので、 通常、 Windows 
Storage Server 2003 ソ フ ト ウ ェ アの RAID で行 う フ ォール ト  ト レ ラ ン
スの管理では、 アレ イ コ ン ト ローラの利用をお勧めし ます。 マウン ト
ポイ ン ト を利用する場合、 現時点では、 Services for UNIX はマウン ト  
ポイ ン ト をサポー ト し ないので、 注意し て く だ さい。 

管理者は、 ボ リ ュームがどのよ う に作成され、 どのよ う なグループま
たはアプ リ ケーシ ョ ンがそれら を使用するよ う になるかを、 慎重に検
討する必要があ り ます。 た と えば、 ス ト レージを多 く 使用する複数の
アプ リ ケーシ ョ ンやグループを、 同一のダイナ ミ ッ ク  デ ィ スク  セ ッ
ト に組み込みこ とは効率的ではあ り ません。 このよ う なアプ リ ケー
シ ョ ンまたはグループは、 個別のダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクに分割する こ
と でよ り運用しやす く な り、 スペース要件が増大する と、 許容可能な
拡張制限内で、 拡張可能にな り ます。

注記 : Microsoft Cluster はベーシ ッ ク  デ ィ スクのみをサポー ト し てい
るため、 ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スクはク ラス タ リ ング構成で使用できませ
ん。

デ ィ スク  管理作業に関する WebUI の詳細については、 『HP ProLiant 
ス ト レージ サーバ管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

フ ァ イル システム エレ メ ン ト
フ ァ イル システム エレ メ ン ト は、 各論理ス ト レージ エレ メ ン ト
（パーテ ィ シ ョ ン、 論理デ ィ スク、 およびボリ ューム） の下に作成さ
れたフ ォルダおよびサブ フ ォルダで構成されます。 フ ォルダは、 使用
できる フ ァ イル システムを さ らに細か く 分割するために使用され、 情
報スペースの管理における も う 1 つの単位を提供し ます。 これらの各
フ ォルダは、 ネ ッ ト ワーク  アクセスに使用できる固有の権限および共
有名を持つこ とができます。 フ ォルダは、 個々のユーザー、 グループ、
プロジ ェ ク ト などを対象に作成できます。

フ ァ イル システム エレ メ ン ト の詳細については、 『管理者ガイ ド』 を
参照し て く ださい。

フ ァ イル共有エレ メ ン ト
ス ト レージ サーバは、 DFS、 NFS、 FTP、 HTTP、 Microsoft SMB など、
複数のフ ァ イル共有プロ ト コルをサポー ト し ています。 各フ ォルダま
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たは論理ス ト レージ エレ メ ン ト で、 特定のネ ッ ト ワーク名を使用し て
さ まざまなフ ァ イル共有プロ ト コルを有効にする こ とができるため、
ネ ッ ト ワーク経由で さ まざまなク ラ イアン ト にアクセスできます。 こ
れらの共有には、 各フ ァ イル共有プロ ト コル内で、 ユーザーまたは
ユーザーのグループに基づいて権限を付与する こ とができます。

ボ リ ューム シャ ド ウ コ ピー サービスの概要
ボ リ ューム シャ ド ウ コ ピー サービス (VSS) は、 ボ リ ュームのある時
点でのスナ ッ プシ ョ ッ ト  （シャ ド ウ コ ピー） を作成するための環境を
提供し ます。 VSS では、 ボ リ ュームご とに 64 個のシャ ド ウ コ ピーを
サポー ト し ます。

共有フ ォルダのシャ ド ウ コ ピーは、 この環境内にあり、 所定の時間間
隔で、 ネ ッ ト ワーク  フ ァ イル共有に格納されている フ ァ イルまたは
フ ォルダのシャ ド ウ コ ピーを作成する こ と で、 データの損失を少な く
し ます。 基本的に、 シャ ド ウ コ ピーとは、 特定の時点における以前の
バージ ョ ンのフ ァ イルまたはフ ォルダです。

シャ ド ウ コ ピーを使用する こ とによ り、 ス ト レージ サーバでは、 選
択されたボ リ ューム上で以前のバージ ョ ンのすべてのフ ァ イルを保守
できます。 エン ド  ユーザーは、 Windows エクスプローラでフ ァ イル
を表示するための各ク ラ イアン ト のア ド オン プログラムを使用し て、
フ ァ イルまたはフ ォルダにアクセスできます。 

シャ ド ウ コ ピーは、 現在のバッ クア ッ プ、 アーカ イブ、 またはビジネ
ス リ カバリ  システムに置き換わる ものではあり ませんが、 復元手順
を簡略化できます。 た と えば、 シャ ド ウ コ ピーではメ デ ィ アの故障に
よるデータの損失を防ぐ こ とはできません。 しかし、 シャ ド ウ コ ピー
からデータ を復旧できるため、 テープからデータ を復元するのに要す
る時間が短縮されます。 

シャ ド ウ コ ピーの詳細については、 『管理者ガイ ド』 を参照し て く だ
さい。

ス ト レージ エレ メ ン ト の利用
WebUI でどのよ う な タ イプのス ト レージ エレ メ ン ト が作成される と
し ても、 エレ メ ン ト を作成する最後の手順は、 ド ラ イブ文字またはマ
ウン ト  ポイ ン ト の決定と エレ メ ン ト のフ ォーマ ッ ト です。 作成された
各エレ メ ン ト は、 ド ラ イブ文字 （使用可能である こ とが前提） やド ラ
イブ文字の既存のフ ォルダ以外のマウン ト  ポイ ン ト と し て存在する こ
とができます。 どち らの方法もサポー ト されます。 しかし、 マウン ト  
ポイ ン ト は、 Microsoft Services for Unix （NFS） を使用し て共有され
る共有では使用できません。 どち ら を使ってもセ ッ ト ア ッ プはできま
すが、 NFS 共有と と ものマウン ト  ポイ ン ト を使用する と、 NFS 共有
が不安定になる原因にな り ます。 

NTFS、 FAT32、 および FAT のフ ォーマ ッ ト があ り、 この 3 つのタ イ
プすべてがス ト レージ サーバで使用する こ とができます。 しかしボ
リ ューム シャ ド ウ コ ピー サービスでは、 NTFS でフ ォーマ ッ ト され
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たボ リ ュームのみ利用できます。 ク ォータ管理も NTFS でのみ可能で
す。

ク ラス タ化サーバ エレ メ ン ト
ク ラス タ リ ングをサポー ト するス ト レージ サーバを選択し て く だ さ
い。 HP ProLiant Storage Server は、 DFS、 NFS、 FTP、 HTTP、 Microsoft 
SMB など、 複数のフ ァ イル共有プロ ト コルをサポー ト し ています。 
NFS、 FTP、 および Microsoft SMB だけがク ラス タ対応プロ ト コルで
す。 HTTP は各ノ ー ド にイ ンス ト ールする こ とはできますが、 そのプロ
ト コルはク ラス タ  管理者による設定ができず、 また ノ ー ド障害の際に
フ ェールオーバする こ と もあ り ません。

注意 : AppleTalk 共有を ク ラス タ化リ ソースで作成し ないで く ださ
い。 AppleTalk 共有が Microsoft Clustering でサポー ト されていないた
め、 データの損失の可能性があ り ます。

ク ラス タ化フ ァ イル共有リ ソースのネ ッ ト ワーク名や IP ア ド レス リ
ソースは、 ネ ッ ト ワーク を介し ての種々のク ラ イアン ト へのアクセス
用にも確立する こ とができます。 これらの共有には、 各フ ァ イル共有
プロ ト コル内で、 ユーザーまたはユーザーのグループに基づいて権限
を付与する こ とができます。

ス ト レージ サーバ モデルがク ラス タ リ ングをサポー ト し ている場合、
ク ラス タ  セ ッ ト ア ッ プの詳細については、 『HP ProLiant ス ト レージ 
サーバ管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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4 サーバ ス ト レージ

概要
ス ト レージ サーバは、 出荷時点では、 デフ ォル ト のシステム設定で構
成され、 オペレーテ ィ ング システムがイ ンス ト ールされています。 こ
の章では、 以下のス ト レージ サーバ用に予め設定されているス ト レー
ジ構成についての詳細を追加説明し ます。

• ML110 G1 および DL100 ProLiant ス ト レージ サーバ

• ML110 G2 ProLiant ス ト レージ サーバ

• 300 および 500 シ リーズ ProLiant ス ト レージ サーバ

データが損失し ないよ う にするには、 オン ラ イ ン スペア （またはホ ッ
ト  スペア） を RAID 0 以外で構成する こ と で実現できます。 このハー
ド  ド ラ イブにはデータがな く 、 アレ イの他のド ラ イブ と同じ ス ト レー
ジ サブ システム内に収納されています。 アレ イのハー ド  ド ラ イブに
障害が発生し た場合、 コ ン ト ローラは自動的に、 障害が発生し た ド ラ
イブに初めからあった情報をオン ラ イ ン スペアに再構築する こ とがで
きます。 これによ り、 システムは迅速に、 完全な RAID レベルの
フ ォール ト  ト レ ラ ンス保護を復元し ます。 しかし、 アレ イ中の 2 ド ラ
イブの障害をサポー ト できる RAID ADG を使わない限り、 スペアへの
データの再書き込み中に同一アレ イ上にある 3 つ目のド ラ イブが故障
し たら、 論理ド ラ イブは回復し ません。

注記 : 企業ク ラスのス ト レージ サーバでは、 ス ト レージの制限は、
ス ト レージ サーバが接続し ている SAN の種類に依存し ます。 
Windows Storage Server 2003 の制限については、 SAN のタ イプに応
じ たマニュアルを参照し て く だ さい。

ML110 G1 および DL100 HP ProLiant ス ト
レージ サーバ用ス ト レージ

ML100 G1 および DL100 HP ProLiant ス ト レージ サーバは出荷時に予
め設定されています。 ス ト レージの構成を行う必要はあり ません。

物理ド ラ イブの構成
各ス ト レージ サーバには、 4 つの SATA ハー ド ド ラ イブが搭載されて
います。

• ProLiant ML110 G1 ス ト レージ サーバのハー ド  ド ラ イブはホ ッ ト
プラグに対応し ていません。

• ProLiant DL100 ス ト レージ サーバのハー ド  ド ラ イブはホ ッ ト プラ
グ対応です。
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ド ラ イブはデフ ォル ト では以下のよ う に、 SATA コ ン ト ローラにおい
て 3 つの論理デ ィ スクで構成されています。

図 7 ハー ド ウ ェ ア RAID

注記 : Adaptec Storage Manager では、 論理デ ィ スクには 1、 2、 3
のラベルが付けられます。 Disk Manager では、 論理デ ィ スクは 0、 1、
2 と表示されます。

プラ イマ リ OS の論理ド ラ イブはデ ィ スク 0 に存在し、 デ ィ スク 1 に
ミ ラー化されます。 一方、 セカ ンダ リ OS の論理ド ラ イブはデ ィ スク
2 に存在し、 デ ィ スク 3 に ミ ラー化されます。 1 つのデ ィ スクに障害
が発生し た場合は、 ミ ラー化されたデ ィ スク を使ってシステムは機能
し続けます。 プラ イマ リ OS に障害が発生し起動できな く なる と、 ク
イ ッ ク  リ ス ト ア DVD を使用し てシステムを工場出荷時の状態に復元
する前に、 セカ ンダ リ OS を使用し てデータのバッ クア ッ プを作成す
る こ とができます。

データ  ボリ ュームは、 4 ド ラ イブにまたがるベーシ ッ ク  パーテ ィ
シ ョ ンに基づ く ハー ド ウ ェ ア RAID 5 と し て設定されます。 これによ っ
て、 ド ラ イブに障害が発生し た場合に備えた冗長性が保証されます。 
データ  ボリ ュームにはプラ イマ リ OS と セカ ンダ リ OS の両方からア
クセスできます。

詳細な情報については、 『管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表 6 ハー ド ド ラ イブの構成

論理デ ィ スク RAID サイズ / アロケーシ ョ ン

1 RAID 1 物理ド ラ イブ 0、 1 に 9 GB。

2 RAID 1 物理ド ラ イブ 2、 3 に 9 GB。

3 RAID 5 物理ド ラ イブの空き容量の合計
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Disk Manager
100 シ リーズのス ト レージ サーバは、 Microsoft Disk Manager （DM）
を使用し てフ ァ イル システムに提供される各種のデ ィ スク を管理し ま
す。 Disk Manager には、 次の 2 つのタ イプのデ ィ スク管理方式があ り
ます。 ベーシ ッ ク  デ ィ スク と ダイナ ミ ッ ク  デ ィ スク。 これらのデ ィ ス
ク  タ イプはそれぞれ、 異なる種類の管理を可能にする特別な機能を備
えています。 100 シ リーズのス ト レージ サーバは、 物理ス ト レージ 
レ イヤからデ ィ スクすべてを使用し ます。

デ ィ スク  パーテ ィ シ ョ ンおよび RAID 構成 (ML110 
G1 および DL100)

Adaptec 2410SA SATA RAID コ ン ト ローラ を使用し て、 ML110G1 お
よび DL100 ス ト レージ サーバ内の 4 台のハー ド  デ ィ スク  ド ラ イブ
に、 ハー ド ウ ェ ア RAID フ ォール ト  ト レ ラ ンスを設定し ます。

• プラ イマ リ OS 論理ド ラ イブは、 9 GB RAID 1 ミ ラー スパニング 
ド ラ イブ 0 と 1 と し て設定されています。

• セカ ンダ リ OS 論理ド ラ イブは、 9 GB RAID 1 ミ ラー スパニング 
ド ラ イブ 2 と 3 と し て設定されています。

• データ  ボリ ュームは、 4 台のド ラ イブ全体にわたる領域を使用し
た RAID-5 ボ リ ュームと し て設定されます。

表 7 ハー ド ド ラ イブによる RAID 構成

ハー ド ド ラ イブ
0

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB プ ラ イマ リ
OS

パーテ ィ シ ョ ン F:
RAID-5 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
1

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB プ ラ イマ リ
OS ミ ラー

パーテ ィ シ ョ ン F:
RAID-5 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
2

パーテ ィ シ ョ ン D:
9GB バッ クア ッ プ
OS

パーテ ィ シ ョ ン F:
RAID-5 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
3

パーテ ィ シ ョ ン D:
9GB バッ クア ッ プ
OS ミ ラー

パーテ ィ シ ョ ン F:
RAID-5 のユーザー デー
タ

表 8 論理 ド ラ イブの RAID 設定

論理ド ラ イブ 1 パーテ ィ シ ョ ン C: 9GB プラ イマ リ OS - RAID 
1 ミ ラー スパニング物理ド ラ イブ 0 および 1

論理ド ラ イブ 2 パーテ ィ シ ョ ン D: 9GB セカ ンダ リ OS - RAID 
1 ミ ラー スパニング物理ド ラ イブ 2 および 3

論理ド ラ イブ 3 パーテ ィ シ ョ ン F: 残りのデ ィ スク領域を使
用するデータ  ボ リ ューム - RAID 5 ボ リ ュー
ム スパンニング物理ド ラ イブ 0、 1、 2、 およ
び 3
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注記 : Adaptec Storage Manager では、 論理デ ィ スクには 1、 2、 3
のラベルが付けられます。 Disk Manager では、 論理デ ィ スクは 0、 1、
2 と表示されます。 データ  ボ リ ュームのデフ ォル ト 設定は、 デ ィ スク
管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て変更できます。 詳細な情報については、
『管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

BIOS のデフ ォル ト の起動順は次のとお り です。

1. CD-RW/DVD-ROM
2. HDD 0、 1、 2

注記 : これは、 SATA RAID コ ン ト ローラが表示する論理ド ラ イブ 1、
2、 3 です。

3. PXE （ネ ッ ト ワーク起動）

図 8 デ ィ スク管理、 パーテ ィ シ ョ ン (ML110 G1 および DL100)

通常の環境では、 ML110 G1 および DL100 ス ト レージ サーバは、 プ
ラ イマ リ OS 論理ド ラ イブから起動し ます。 システムがド ラ イブ障害
を起こ し た場合、 Adaptec 2410SA はド ラ イブ障害をユーザーに知ら
せるために警告音を出し ます。

• 1 台目のド ラ イブが障害を起こ し た場合、 OS は感知し ません。 
• 2 台目のド ラ イブが障害を起こすと、 データ  ボ リ ュームは消失す

るので、 バッ クア ッ プから復元する必要があ り ます。

プラ イマ リ OS のシステムフ ァ イルが壊れる、 レジス ト リが壊れる、
起動中にシステムがハングする といった障害がある と、 システムはセ
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カ ンダ リ OS から起動する必要があ り ます。 次の手順に従って、 セカ
ンダ リ OS からシステムを起動し ます。

1. 装置の電源を切り ます。

2. モニ ター、 キーボー ド、 マウスを装置の背面に直接接続し ます。

3. 装置に電源を入れます。

4. 起動の際、 セカ ンダ リ  パーテ ィ シ ョ ンを使用する選択を し ます。

ユーザーは、 データのバッ クア ッ プを と り、 ク イ ッ ク  リ ス ト ア DVD
を使ってできるだけ早 く 工場出荷時の状態にシステムを復元する必要
があ り ます。

ML110 G2 HP ProLiant ス ト レージ サーバ用
ス ト レージ

ML100 G2 HP ProLiant ス ト レージ サーバは出荷時に予め設定されて
います。 ス ト レージの構成を行う必要はあり ません。

物理ド ラ イブの構成
各ス ト レージ サーバには、 SATA ハー ド ド ラ イブが搭載されていま
す。

• ProLiant ML110 G2 (Express) ス ト レージ サーバのハー ド  ド ラ イブ
はホ ッ ト プラグに対応し ていません。

• ProLiant ML110 G2 (Workgroup) ス ト レージ サーバのハー ド  ド ラ
イブはホ ッ ト プラグに対応し ています。
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ML110 G2 (Express)
ド ラ イブはデフ ォル ト では以下のよ う に、 SATA コ ン ト ローラにおい
て 3 つの論理デ ィ スクで構成されています。

図 9 ML110 G2 (Express) ソ フ ト ウ ェ ア RAID

プラ イマ リ OS の論理ド ラ イブはデ ィ スク 0 に存在し、 デ ィ スク 1 に
ミ ラー化されます。 一方、 セカ ンダ リ OS の論理ド ラ イブはデ ィ スク
1 に存在し、 デ ィ スク 0 に ミ ラー化されます。 1 つのデ ィ スクに障害
が発生し た場合は、 ミ ラー化されたデ ィ スク を使ってシステムは機能
し続けます。 プラ イマ リ OS に障害が発生し起動できな く なる と、 ク
イ ッ ク  リ ス ト ア DVD を使ってシステムを工場出荷時のデフ ォル ト 状
態に回復する前に、 セカ ンダ リ OS がデータのバッ クア ッ プ用に利用
可能にな り ます。

データ  ボリ ュームは、 両ド ラ イブにまたがる ソ フ ト ウ ェ ア RAID 1 ボ
リ ュームと し て設定されます。 これによ って、 ド ラ イブに障害が発生
し た場合に備えた冗長性が保証されます。 データ  ボリ ュームにはプ ラ
イマ リ OS と セカ ンダ リ OS の両方からアクセスできます。

表 9 ML110 G2 (Express) のハー ド ド ラ イブ構成

論理デ ィ スク RAID サイズ / アロケーシ ョ ン

1 RAID 1 物理ド ラ イブ 0、 1 に 9 GB。

2 RAID 1 物理ド ラ イブ 1、 0 に 9 GB。

3 RAID 1 物理ド ラ イブの空き容量の合計
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詳細な情報については、 『管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ML110 G2 (Workgroup)
ド ラ イブはデフ ォル ト では以下のよ う に、 SATA コ ン ト ローラにおい
て 2 つの論理デ ィ スクで構成されています。

図 10 ML110 G2 (Workgroup) ハー ド ウ ェ ア RAID

注記 : Adaptec Storage Manager では、 論理デ ィ スクには 1、 2 のラ
ベルが付けられます。 Disk Manager では、 論理デ ィ スクは 0、 1 と表
示されます。

OS 論理ド ラ イブは、 すべてのデ ィ スクにス ト ラ イプ されます。 1 つの
デ ィ スクに障害が発生し た場合は、 残り 3 つのデ ィ スク を使ってシス
テムは機能し続けます。 プラ イマ リ OS に障害が発生し起動できない
場合は、 ク イ ッ ク  リ ス ト ア DVD を使用し て工場出荷時の状態にシス
テムを復元し ます。

データ  ボリ ュームは、 4 つのド ラ イブにまたがるベーシ ッ ク  パー
テ ィ シ ョ ンに基づ く ハー ド ウ ェ ア RAID 5 と し て設定されます。 これに
よ って、 ド ラ イブに障害が発生し た場合に備えた冗長性が保証されま
す。

詳細な情報については、 『管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表 10 ML110 G2 (Workgroup) のハー ド ド ラ イブ構成

論理デ ィ スク RAID サイズ / アロケーシ ョ ン

1 RAID 5 物理ド ラ イブ 0、 1、 2、 3 に 9 GB。

2 RAID 5 物理ド ラ イブの空き容量の合計
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Disk Manager
100 シ リーズのス ト レージ サーバは、 Microsoft Disk Manager （DM）
を使用し てフ ァ イル システムに提供される各種のデ ィ スク を管理し ま
す。 Disk Manager には、 ベーシ ッ ク  デ ィ スク と ダイナ ミ ッ ク  デ ィ ス
クの 2 つのタ イプのデ ィ スク管理方式があり ます。 これらのデ ィ スク  
タ イプはそれぞれ、 異なる種類の管理を可能にする特別な機能を備え
ています。 100 シ リーズのス ト レージ サーバは、 物理ス ト レージ レ
イヤから 3 台のデ ィ スクすべてを使用し ます。

デ ィ スク  パーテ ィ シ ョ ンおよび RAID 構成 (ML110 
G2 Express)

マザーボー ド SATA コ ン ト ローラ を使用し て、 ML110 G2 (Express) ス
ト レージ サーバの ２ 台のハー ド  デ ィ スク  ド ラ イブに、 ハー ド ウ ェ ア
RAID フ ォール ト  ト レ ラ ンスを設定し ます。

• プラ イマ リ OS 論理ド ラ イブは、 9 GB RAID 1 ミ ラー スパニング 
ド ラ イブ 0 と 1 と し て設定されています。

• セカ ンダ リ OS 論理ド ラ イブは、 9 GB RAID 1 ミ ラー スパニング 
ド ラ イブ 1 と 0 と し て設定されています。

• データ  ボリ ュームは、 両ド ラ イブにわたる領域をスパニングす
る、 RAID 1 ボリ ュームと し て設定されます。

表 11 ハー ド ド ラ イブによる RAID 構成

ハー ド ド ラ イブ
0

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB プ ラ イマ リ
OS

パーテ ィ シ ョ ン F:
RAID-1 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
1

パーテ ィ シ ョ ン E:
9GB バッ クア ッ プ
OS

パーテ ィ シ ョ ン F:
RAID-1 のユーザー デー
タ

表 12 論理ド ラ イブの RAID 設定

論理ド ラ イブ 1 パーテ ィ シ ョ ン C: 9GB プラ イマ リ OS - RAID 
1 ミ ラー スパニング物理ド ラ イブ 0 および 1

論理ド ラ イブ 2 パーテ ィ シ ョ ン E: 9GB バッ クア ッ プ OS - 
RAID 1 ミ ラー スパニング物理ド ラ イブ 0 お
よび 1

論理ド ラ イブ 3 パーテ ィ シ ョ ン F: 残りのデ ィ スク領域を使
用するデータ  ボ リ ューム - RAID 1 ミ ラース
パンニング物理ド ラ イブ 0 および 1
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 BIOS のデフ ォル ト の起動順は次のとお り です。

1. CD-RW/DVD-ROM
2. HDD 0、 1、 2
3. PXE （ネ ッ ト ワーク起動）

図 11 デ ィ スク管理、 パーテ ィ シ ョ ン (ML110 G2 Express)

通常の環境では、 ML110 G2 (Express) ス ト レージ サーバは、 プ ラ イ
マ リ OS 論理ド ラ イブから起動し ます。

• 1 台目のド ラ イブが障害を起こ し た場合、 OS は感知し ません。 
• 2 台目のド ラ イブが障害を起こすと、 データ  ボ リ ュームは消失す

るので、 バッ クア ッ プから復元する必要があ り ます。

OS のシステムフ ァ イルが壊れる、 レジス ト リが壊れる、 起動中にシ
ステムがハングする といった障害がある と、 システムはセカ ンダ リ
OS から起動する必要があり ます。 次の手順に従って、 セカ ンダ リ OS
からシステムを起動し ます。

1. 装置の電源を切り ます。

2. モニ ター、 キーボー ド、 マウスを装置の背面に直接接続し ます。

3. 装置に電源を入れます。

4. 起動の際、 セカ ンダ リ  パーテ ィ シ ョ ンを使用する選択を し ます。

ユーザーは、 データのバッ クア ッ プを と り、 ク イ ッ ク  リ ス ト ア DVD
を使ってできるだけ早 く 工場出荷時の状態にシステムを復元する必要
があ り ます。

デ ィ スク  パーテ ィ シ ョ ンおよび RAID 構成 (ML110 
G2 Workgroup)

ML110 G2 (Workgroup) ス ト レージ サーバに含まれている 4 つの
ハー ド ド ラ イブは、 Adaptec 2610SA SATA RAID コ ン ト ローラ を使っ
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て、 ハー ド ウ ェ ア RAID フ ォール ト  ト レ ラ ンス用に設定されていま
す。

• OS 論理ド ラ イブは、 ド ラ イブ 0、 1、 2、 3 にスパニングする 9 
GB RAID 5 ミ ラーと し て設定されています。

• データ  ボリ ュームは、 全ド ラ イブにまたがる RAID 5 ボ リ ューム
と し て設定されます。

注記 : Adaptec Storage Manager では、 論理デ ィ スクには 1、 2 のラ
ベルが付けられます。 Disk Manager では、 論理デ ィ スクは 0、 1 と表
示されます。 データ  ボリ ュームのデフ ォル ト 設定は、 デ ィ スク管理
ユーテ ィ リ テ ィ および Adaptec Storage Manager を使用し て変更でき
ます。 詳細な情報については、 『管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表 13 ハー ド ド ラ イブによる RAID 構成

ハー ド ド ラ イブ
0

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB OS

パーテ ィ シ ョ ン E:
RAID-5 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
1

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB OS

パーテ ィ シ ョ ン E:
RAID-5 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
2

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB OS

パーテ ィ シ ョ ン E:
RAID-5 のユーザー デー
タ

ハー ド ド ラ イブ
3

パーテ ィ シ ョ ン C:
9GB OS

パーテ ィ シ ョ ン E:
RAID-5 のユーザー デー
タ

表 14 論理ド ラ イブの RAID 設定

論理ド ラ イブ 1 パーテ ィ シ ョ ン C: 9GB プ ラ イマ リ OS - 物理
ド ラ イブ 0 および 1 にわたる RAID 5 ミ ラー

論理ド ラ イブ 2 パーテ ィ シ ョ ン E: 残りのデ ィ スク領域を使
用するデータ  ボ リ ューム - RAID 5 ボ リ ュー
ム スパニング物理ド ラ イブ 0、 1、 2、 および
3
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 BIOS のデフ ォル ト の起動順は次のとお り です。

1. CD-RW/DVD-ROM
2. HDD 0、 1

注記 : これは、 SATA RAID コ ン ト ローラが表示する論理ド ラ イブ 1
です。

3. PXE （ネ ッ ト ワーク起動）

図 12 デ ィ スク管理、 パーテ ィ シ ョ ン (ML110 G2 Workgroup)

通常の環境では、 ML110 G2 (Workgroup) ス ト レージ サーバは、 OS
論理ド ラ イブから起動し ます。 システムがド ラ イブ障害を起こ し た場
合、 Adaptec 2610SA はド ラ イブ障害をユーザーに知らせるために警
告音を発し ます。

• 1 台目のド ラ イブが障害を起こ し た場合、 OS は感知し ません。 
• 2 台目のド ラ イブが障害を起こすと、 データ  ボ リ ュームは消失す

るので、 バッ クア ッ プから復元する必要があ り ます。

OS のシステムフ ァ イルが壊れる、 レジス ト リが壊れる、 起動中にシ
ステムがハングする といった障害がある と、 ク イ ッ ク  リ ス ト ア DVD
を使って、 システムを工場出荷時の状態に回復する必要があ り ます。

ユーザーは、 データのバッ クア ッ プを と り、 ク イ ッ ク  リ ス ト ア DVD
を使ってできるだけ早 く 工場出荷時の状態にシステムを復元する必要
があ り ます。
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300 シ リーズおよび 500 シ リーズ ProLiant
ス ト レージ サーバ用ス ト レージ

300 シ リーズおよび 500 シ リーズのス ト レージ サーバはオペレー
テ ィ ング システムに限り設定済みの状態で出荷されます。 さ らにス ト
レージの構成を行う必要があ り ます。 購入されたス ト レージ サーバの
タ イプに応じ て、 ス ト レージの構成には、 HP アレ イ コ ン フ ィ ギュ
レーシ ョ ン ユーテ ィ リ テ ィ や SAN 管理ツールを使ってローカル ス ト
レージを構成する こ とが含まれます。 

物理ド ラ イブ構成
300 シ リーズおよび 500 シ リーズのス ト レージ サーバには、 それぞ
れオペレーテ ィ ング システム用の 2 つのホ ッ ト プ ラグ対応ハー ド  ド
ラ イブのみ装備されています。 ド ラ イブはデフ ォル ト では以下のよ う
に、 Smart Array コ ン ト ローラにおいて 2 つの論理デ ィ スクに構成さ
れています。

図 13 ハー ド ウ ェ ア RAID

注記 : HP アレ イ コ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン ユーテ ィ リ テ ィ では、 論
理デ ィ スクには 1、 2 のラベルが付けられます。 Disk Manager では、
論理デ ィ スクは 0、 1 と表示されます。

表 15 ハー ド ド ラ イブの構成

論理デ ィ スク RAID サイズ / アロケーシ ョ ン

1 RAID 1 物理ド ラ イブ 0、 1 にわたる 27 GB。

2 RAID 1 物理ド ラ イブ 0、 1 にわたる 7 GB。
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データ  ボリ ュームは工場出荷時、 またはク イ ッ ク  リ ス ト ア DVD 使用
時にも作成されません。 エン ド ユーザーが手動で設定する必要があり
ます。 詳細な情報については、 『HP ProLiant ス ト レージ サーバ管理者
ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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A 規定に関するご注意

Federal Communications Commission Notice(
米国）

Part15 of the Federal Communications Commission (FCC) Rules and 
Regulations has established Radio Frequency (RF) emission limits to 
provide an interference-free radio frequency spectrum. Many electronic 
devices, including computers, generate RF energy incidental to their 
intended function and are, therefore, covered by these rules. These rules 
place computers and related peripheral devices into two classes, A and 
B, depending upon their intended installation. Class A devices are those 
that may reasonably be expected to be installed in a business or 
commercial environment. Class B devices are those that may reasonably 
be expected to be installed in a residential environment (personal 
computers, for example). The FCC requires devices in both classes to 
bear a label indicating the interference potential of the device as well as 
additional operating instructions for the user.

The rating label on the device shows which class (A or B) the equipment 
falls into. Class B devices have an FCC logo or FCC ID on the label. 
Class A devices do not have an FCC logo or FCC ID on the label. Once 
the class of the device is determined, refer to the following 
corresponding statement.

ClassA Equipment
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a 
ClassA digital device, pursuant to Part15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference when the equipment is operated in a commercial 
environment. This equipment generates, uses, and can radiate radio 
frequency energy and, if not installed and used in accordance with the 
instructions, may cause harmful interference to radio communications. 
Operation of this equipment in a residential area is likely to cause 
harmful interference, in which case the user will be required to correct 
the interference at personal expense.

Class B equipment
This equipment has been tested and found to comply with the limits for a 
Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, 
and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to 
radio communications. However, there is no guarantee that interference 
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will not occur in a particular installation. If this equipment does cause 
harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by turning the equipment off and on, the user is encouraged 
to try to correct the interference by one or more of the following 
measures:

• Reorient or relocate the receiving antenna.
• Increase the separation between the equipment and receiver.
• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from 

that to which the receiver is connected.
• Consult the dealer or an experienced radio or television 

technician for help.

Modifications
The FCC requires the user to be notified that any changes or 
modifications made to this device that are not expressly approved by 
Hewlett-Packard Company may void the user's authority to operate the 
equipment.

Cables
Connections to this device must be made with shielded cables with 
metallic RFI/EMI connector hoods in order to maintain compliance with 
FCC Rules and Regulations.

Declaration of conformity for products marked with 
the FCC logo - United States only

This device complies with Part15 of the FCC Rules. Operation is subject 
to the following two conditions: (1) this device may not cause harmful 
interference, and (2) this device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation.

For questions regarding your product, contact:

Hewlett-Packard Company
P. O. Box 692000, Mail Stop 530113
Houston, Texas 77269-2000

Or, call

1-800- 652-6672
For questions regarding this FCC declaration, contact:

Hewlett-Packard Company
P. O. Box 692000, Mail Stop 510101
Houston, Texas 77269-2000

Or, call
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(281) 514-3333
To identify this product, refer to the Part, Series, or Model number found 
on the product.

Canadian Notice (Avis Canadien) （カナダお
よびカナダ、 フ ラ ンス語使用地域）
ClassA Equipment

This Class A digital apparatus meets all requirements of the Canadian 
Interference-Causing Equipment Regulations.

Cet appareil numérique de la class A respecte toutes les exigences du 
Règlement sur le matériel brouilleur du Canada.

Class B equipment
This Class B digital apparatus meets all requirements of the Canadian 
Interference-Causing Equipment Regulations.

Cet appareil numérique de la class B respecte toutes les exigences du 
Règlement sur le matériel brouilleur du Canada.

European Union Notice （欧州）

Products bearing the CE marking comply with the EMC Directive 
(89/336/EEC) and the Low Voltage Directive (73/23/EEC) issued by 
the Commission of the European Community and if this product has 
telecommunication functionality, the R&TTE Directive (1999/5/EC).

Compliance with these directives implies conformity to the following 
European Norms (in parentheses are the equivalent international 
standards and regulations):

• EN 55022 (CISPR 22) - Electromagnetic Interference
• EN55024 (IEC61000-4-2, 3, 4, 5, 6, 8, 11) - Electromagnetic 

Immunity
• EN61000-3-2 (IEC61000-3-2) - Power Line Harmonics
• EN61000-3-3 (IEC61000-3-3) - Power Line Flicker
• EN 60950 (IEC 60950) - Product Safety
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BSMI Notice （台湾）

Japanese Notice

Japanese Power Cord Notice

Laser compliance
SFP モジュールは、 波長範囲が 770-860 nm のレーザーを放射するガ
リ ウム アル ミ ニウム砒素化合物 (GaALAs) のレーザー ダイオー ドか、
または波長範囲が 1270-1355 nm のレーザーを放射する イ ンジウム 
ガ リ ウム砒素化合物 (InGaAsP) が含まれています。 レーザー装置を搭
載し た HP のシステム製品はすべて、 IEC 825 等の安全基準に適合し
ています。 またこれらの装置は、 米国政府の定める Class1 のレー
ザー装置基準に適合し ています。 この製品は、 危険なレーザーを放射
し ません。
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警告 ! 本書やレーザー製品のイ ンス ト ール ガイ ド で規定された以外
のコ ン ト ロール、 調整、 手順の実行を行な う と、 危険な放射線が発生
する場合があ り ます。 火災や人体への傷害、 装置の損傷を防ぐために、
次の注意事項に従って く だ さい。

• レーザー装置のカバーを開けないで く だ さい。 ユーザーが修理で
きる コ ンポーネン ト はあ り ません。

• 一般のユーザーが、 レーザー装置に対し てこのガイ ド に記載され
た以外の修理、 調整等は絶対にし ないで く だ さい。

• 装置の保守や修理は、 必ず、 HP のサポー ト 窓口にご依頼 く ださ
い。

米国食品医薬局 CDRH （Center for Devices and Radiological Health）
のレーザー製品に関する規定 （1976 年 8 月 2 日施行） は 1976 年 8
月 1 日以降に製造されたレーザー製品に適用されます。 米国内で販売
されるすべての製品がこの規定に適合し なければな り ません。 この装
置は、 IEC 825 で規定される Class 1 レーザー製品に分類されます。

バッ テ リの廃棄に関する注意
お使いの MSA1500 cs は、 二酸化マンガン リ チウム電池、 ニ ッ ケル金
属水素化物電池、 五酸化バナジウム電池のいずれかを搭載し ていま
す。 アレ イが正し く 配置されないか、 間違って取り扱われる と破裂の
危険があ り、 人身傷害の原因にな り ます。 この製品用にデザイ ン され
た HP のスペア と交換し て く ださい。 バッ テ リの交換または正しい廃
棄方法については、 HP 公認代理店または HP のサポー ト 窓口にお問い
合わせ く ださい。

このマークは、 製品が
CLASS 1 レーザー製品に分
類される こ と を意味し ます。
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警告 ! お使いのアクセラ レータ  アレ イは、 二酸化マンガン リ チウム
電池、 ニ ッ ケル金属水素化物電池、 五酸化バナジウム電池のいずれか
を搭載し ています。 バッ テ リ  パッ クの取り扱いを誤る と、 火災が発生
し た り、 やけどを し た りする危険性があ り ます。 けがを し ないよ う に、
次の点に注意し て く ださい。

• バッ テ リ を充電し ないで く だ さい。

• 60° C(140° F) 以上の温度にさ ら さ ないで く だ さい。

• バッ テ リ を分解し た り、 つぶし た り、 穴を開けた り、
シ ョ ー ト させた りする こ とは、 絶対におやめ く だ さい。 ま
た、 水に濡ら し た り、 火にさ ら し た り し ないよ う にし て く
だ さい。

• この製品用にデザイ ン された HP のスペア と交換し て く だ さ
い。

注意 : バッ テ リ を家庭用ゴ ミ と し て捨てる こ とは禁じ られています。 
公共の収集システムを利用するか、 HP、 HP 公認代理店またはその代
理店にお返し く ださい。
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B 静電気対策

システムの損傷を防ぐために、 セ ッ ト ア ッ プおよび部品の取り扱いの
際に従わなければならない注意事項を必ず守って く だ さい。 人間の指
など、 導電体からの静電気放電によ って、 システム ボー ド などの静電
気に弱いデバイスに損傷を与える こ とがあ り ます。 このよ う な損傷に
よ って、 デバイスの耐用年数が短 く なる こ とがあ り ます。

静電気による損傷を防止するには、 以下のこ と を守って く だ さい。

• 運搬や保管の際は、 静電気防止用のケースに入れ、 手で直接触れ
る こ とは避けます。

• 静電気に弱い部品は、 静電気防止措置のな されている作業台に置
く までは、 専用のケースにいれたままにし ておきます。

• 部品をケースから取り出す前に、 まずケースご と アース されてい
る面に置きます。

• ピン、 リー ド線、 回路には触れないよ う にし ます。

• 静電気に弱い部品に触れなければならないと きには、 つねに自分
の身体に対し て適切なアースを行います。

 アースの方法
アースにはい く つかの方法があ り ます。 静電気に弱い部品を取り扱う
と きには、 以下のう ち 1 つ以上の方法でアースを行って く だ さい。

• すでにアース されているワークステーシ ョ ンまたはコ ンピ ュータ
本体にアース バン ド をつなぎます。 アース バン ドは柔軟な帯状の
もので、 アース コー ド内の抵抗は、 1MΩ10% です。 アースを正し
く 行う ために、 アースバン ド を肌に密着させて く だ さい。

• 立って作業する場合、 ヒール ス ト ラ ッ プ、 つま先止め、 または、
ブー ト  ス ト ラ ッ プをつけます。 導電性または静電気拡散性の床の
場合、 両足にアースバン ド をつけます。

• 作業用具は導電性のものを使用し ます。 
• 折り たたみ式の静電気防止マ ッ ト がついた、 携帯式の作業用具を

使用し ます。

上記のよ う な、 適切にアースを行う ための器具がないと きは、 HP 公
認代理店にお問い合わせ く だ さい。

注記 : 静電気の詳細および製品のイ ンス ト ールの支援については、
HP のサポー ト 窓口にお問い合わせ く ださい。
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